
2019.3 No.164

月

一

３

一

日(金) ～3月 71自|(本
)

●||ヽ■■■‐■ ‐

予防運動

繹鰯購蛛少奪鰯
‐

きみも一緒に

防火防災を学ぼう !

町田消防署

警防課防災安全係
. 042-794‐ 0119

平成30年度 東京消防庁防火様語
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自分が守る

町田市役所

市民部防災安全課
042-724-2107
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平成30年申の町国市内のたw醐
平成30年中の町田市内の火災件数は108件で、建物火災は52件、車両火災が7件、

その他火災が49件でした。

出火原因は、放火(35件 )、 電気関係(22件 )、 たばこ(13件 )の順となりました。

平麟 中の火隻

平成30年 平成29年 増減

火災件数 108件 95♯キ +13件

焼損床面積 337rド 683nイ ‐346nド

死 者 0人 2人 ‐2人

負傷者 17人 20人 ‐3人

昭和56年以来、37年らミリに町田市

内の建物火災による死者はありませ

んでした。 また、焼損床面積は337ぶ

で、昭和35年に消防業務が東京都に

委託となつて以来、最も少ない

焼損床面積でした。

ガス婦
5件 (14.7%)

火災件数 108件のうち、住宅火

災は 33件で、主な出火原因は、

電気関係次いでたばこの順
となりました。

平成30年中に東京消防庁管内で

発生した住宅火災で死者が発生した

原因は、たばこが約 4割をしめてお

り、たばこ火災を防ぐことが死者を

なくすことに繋がります。



電気関係の火災は、電子レンジが 3件、電気ス トープが 2件、その

他が 5件となつています。電子レンジは3件とも過熱 したことによる

もので、電気ス トープは可燃物が接触 したことによるものです。

① 電気ス トーブによる火災

洗濯物をかけたポールのそばに、早く乾かすため電気ス トープを

置いてスイッチを入れたまま外出したため、ポールが倒れて洗濯

物がス トープに接触 して出火した。

② 電子レンジによる火災

冷蔵の ピザを合成樹脂性の トレーに載せたまま電子 レンジ

(700W)で 10分間加熱 したところ、 トレーとピザが過熱され

出火した。

定期的に器具にぐらつきや発熱がないか確認する
コー ドの踏み付けや挟まりがないかを確認する

可燃物が落下したり接触 しない位置で使用する
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●

●

●

使用器具の取り扱い説明書をよく読み、使用方法を確認して使用する

使用していない製品の差し込みプラグは、コンセントから抜いておく

たばこによる火災 7件は、無造作にたばこを捨てたり、たばこ

の火種が落下したことで出火しています。

たばこを捨てたり火種が落下しても炎が立ち上がるまでに時間

がかかるため、気が付かずに寝てしまったり、外出してしまうと

延焼拡大してしまう危険性があります。
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たばこの投げ捨てはしない

寝たばこは絶対にしない

たばこを捨てる際には水につけて完全に火が消えたことを確認する

灰皿に吸殻をためない

病院へ行く?戯 憩事を呼ぶ?総 ,た ら…
篭覇でも 1 でヽ 1
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詳細は消防署の
ホ■ムペ|=ジを
見てね :|

0日時平成31年 3月 2日 (土 )

10時 00分～14時 00分
a ilFF Ef EtHffit t*rrn 2 s I o-3 )

町田消防署を一般開放 します。新 しくなつた消防署をのぞいてみませんか?
■ 防災かみしばい (さ るぴあ亭か一こさん)

● 消防車の体験乗車  ■ はしご車の体験乗車 (抽選)

● 防災かみしばい (さ るぴあ亭か―こさん)

● バッテリーミニカー |‐ 煙体験 ・ 初期消火体験

親子一緒に楽しめる体験コーナーを用意 しています。
※駐車場は台数に限りがございます。ご了承ください。
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紙芝居師 さるびあ亭か一こさんの紹介
テレビで紙芝居師を見て、これだと確信し、オーディションを受け

て弟子入り。紙芝居師プロデビュー 9年を経た現在は、紙芝居の製作
するほか、企業研修や大学ゲス ト講師としても活動中。また、育児の

経験を活か して食物アレルギーを知る絵本『いつしょのちがうもの』

を出版 している。

祉施設 には謝状贈呈
救急需要が増大する中、協力医療機関と効果的に連携するなど不要不急の救急車の要請

を行わず、当署の推進する「救急車の適正利用」に寄与した特別養護老人ホーム3施設に

対し、感謝状を贈呈しました。

友愛荘 花美郷 ケアセンター成瀬・暖家


